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滑
稽
本
に
お
け
る
ノ
ダ
と
そ
の
周
辺

　
　

鶴
橋
俊
宏

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
ダ
ロ
ウ
成
立
史
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
て
、
関
連
す
る
ノ
ダ
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
現
代
語
で
ノ
ダ
の
推
量
形
と
言
う
べ
き
ノ
ダ
ロ

ウ
に
つ
い
て
、
安
永
期
か
ら
そ
の
用
例
の
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今

日
ノ
が
必
須
と
な
る
ナ
ゼ
な
ど
の
疑
問
語
を
含
む
場
合
、
ノ
を
介
さ
な
い

ダ
ロ
ウ
が
用
い
ら
れ
、
文
政
期
頃
に
ナ
ゼ
～
ノ
ダ
ロ
ウ
も
出
現
す
る
が
、

ナ
ゼ
～
ダ
ロ
ウ
と
併
存
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
現
時
点
で
、
ダ
ロ
ウ
、
ノ
ダ
ど
ち
ら
の
側
の
問
題
な
の
か
不

明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
方
の
側
の
ノ
ダ
を
調
べ
、
解
明
の
手
が
か
り
を

さ
ぐ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

一

　

江
戸
語
の
ノ
ダ
を
扱
っ
た
も
の
に
土
屋
信
一
（
一
九
八
七
）
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ノ
ダ
は
近
世
初
期
か
ら
現
れ
、
化
政
期
以
降
の
ノ
ダ
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
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ａ　

現
代
語
と
同
じ
よ
う
な
形
式
と
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

　
　

ｂ　
�「

前
に
示
さ
れ
た
事
情
に
説
明
を
添
え
断
定
す
る
表
現
で
あ

る
。」

　
　
ｃ　

�
現
代
と
は
異
な
る
、
ノ
が
体
言
の
代
用
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の

が
あ
る
。

　

ｂ
は
現
代
語
の
研
究
に
お
い
て
ノ
ダ
の
中
心
的
意
味
用
法
と
さ
れ
、「
説

明
の
ノ
ダ
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
に
関
し
て
は
、
ノ
ダ
ロ
ウ
の
出

現
当
初（
安
永
期
）に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
を
拙
稿（
一
九
九
八
）

で
述
べ
た
。
し
か
し
、
ａ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
現
代
語
と
同

じ
形
式
で
あ
る
の
か
は
不
明
な
点
が
あ
り
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
必
要
性

を
感
じ
る
。

　

ま
た
、
ノ
を
介
さ
な
い
、
活
用
語
に
直
に
付
く
ダ
（
以
下
、
活
用
語
ダ
）

が
あ
り
、
こ
れ
を
ノ
ダ
の
前
段
階
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
土

屋
（
一
九
六
九
）
で
は
、
活
用
語
ダ
の
ほ
と
ん
ど
は
ノ
ダ
と
置
換
可
能
と

述
べ
、
指
定
の
機
能
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
所
謂
準
体
句
を
承
け
る
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
こ
の
考
え
を
転
換
し
て
い
る
。
土
屋
は

活
用
語
ダ
が
ダ
ロ
ウ
成
立
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
示
し
て

い
る
の
で
こ
の
点
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
、
ノ
ダ
の
意
味
用
法
は
既
に
論
が
あ
る
が
、
構
文
的
な
特
徴
に
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
観
察
す
る
こ
と
に
力
点
を
お
い
た
。

本
来
な
ら
ば
、
近
世
後
期
江
戸
語
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る

が
、
先
ず
は
先
学
の
説
に
よ
り
ノ
ダ
の
例
が
豊
富
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
化
政
期
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

二

　

本
論
に
入
る
前
に
資
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　

本
稿
で
は
文
化
、
文
政
、
天
保
期
の
実
態
を
調
査
す
る
。
今
回
こ
の
時

期
選
ん
だ
の
は
、
ノ
ダ
や
そ
れ
に
関
連
す
る
語
の
研
究
が
か
な
り
詳
し
く

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
参
照
す
る
こ
と
が
問
題
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
江
戸
語
研
究
資
料
と
し
て
は
、
滑
稽
本
（
後
期
滑
稽
本
、

中
本
）
が
質
量
と
も
に
豊
富
と
さ
れ
る
。
吉
丸
雄
哉
（
二
〇
一
五
）
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
滑
稽
本
が
存
在
す
る
。
そ
の
ど
れ
を
選

べ
ば
当
該
の
課
題
に
答
え
る
の
に
最
適
か
と
い
う
評
価
を
す
る
こ
と
が
江

戸
語
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
、
そ
れ
が
「
質
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
評
価
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
次
の
点
が
、
信
憑
性
を
評
価
す
る

第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。
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作
者
の
言
語
経
歴　
　

→�

土
地
の
言
語
を
正
確
に
把
握
し
て
い

る
か

　
　
　
　

作
者
の
社
会
的
階
層　

→
位
相
を
正
確
に
反
映
で
き
る
か

　
　
　
　

観
察
能
力
・
描
写
能
力

　

今
回
取
り
上
げ
た
江
戸
の
庶
民
層
出
身
で
あ
る
式
亭
三
馬
、滝
亭
鯉
丈
、

為
永
春
水
は
こ
れ
を
満
た
す
蓋
然
性
が
高
い
と
思
う
。
十
返
舎
一
九
を
外

し
た
の
は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
七
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
江
戸
語
に
疑

問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
能
力
が
あ
る
こ
と
と
表
現
す
る
こ
と

と
は
同
じ
で
は
な
い
。
文
体
や
内
容
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
言
語
形
式
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
一
口
に
滑
稽
本
と
言
っ
て
も
、
同
じ
ジ
ャ
ン

ル
で
あ
っ
て
も
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
、
表
現
手
法
は
同
じ
で
は
な
い
。
作
品
の

内
容
と
言
語
要
素
の
出
現
状
況
に
相
関
関
係
を
導
く
の
は
甚
だ
困
難
で
あ

る
が
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
広
く
網
を
張
っ
て
、
し
か
る
後
に
改
め

て
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
今
回
は
以
下
の
作
品
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た（

（
（

。
鯉
丈
、
春

水
の
滑
稽
本
に
は
「
茶
番
」
物
と
「
旅
」
物
（
膝
栗
毛
物
）
が
あ
り
、
物

真
似
や
落
語
を
ベ
ー
ス
に
す
る
三
馬
作
品
と
は
会
話
の
ス
タ
イ
ル
・
文
体

が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
を
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
膝
栗
毛
物
は
、
江
戸
の
近
郊
で
あ
り
、
一
九
の
よ
う
な
方
言
に

よ
る
お
か
し
み
を
主
眼
と
は
し
て
い
な
い
。

・
式
亭
三
馬
（
安
永
五　

一
七
七
六
～
文
政
五　

一
八
二
二
）
作
品

　
　

�『
浮
世
風
呂
』（
文
化
六
～
十
）　

早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス　

活
字
・『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
86
（
一
九
八
九
、
岩
波
書
店
）

　
　

�『
浮
世
床
』（
文
化
十
～
十
一
）　

早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス　

活
字
・『
日
本
古
典
文
学
全
集　

洒
落
本　

滑
稽
本　

人
情
本
』

（
一
九
七
一
、
小
学
館
）

　
　

�『
四
十
八
癖
』（
文
化
九
～
文
政
一
）　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本 

活
字
・
本
田
康
雄
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
五
二
回
）
浮
世

床　

四
十
八
癖
』（
一
九
八
二
、
新
潮
社
）

・
滝
亭
鯉
丈
（
？
～
天
保
十
二　

一
八
四
一
）
作
品

　
　

�『
栗
毛
後
駿
足
』（
文
化
十
四
～
文
政
五
）『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
19

（
二
〇
一
四
、
ゆ
ま
に
書
房
）　

活
字
・『
十
返
舎
一
九
全
集
４
』『
大

山
道
中
膝
栗
毛（

（
（

』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
）

　
　

�『
浮
世
床
』三
編（
文
政
六
）　

早
稲
田
大
学
蔵
本（
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）　

活
字
・
帝
国
文
庫
『
三
馬
傑
作
集
』（
博
文
館
、

一
九
〇
二
）

　
　

�『
花
暦
八
笑
人
』（
文
政
三
～
天
保
五
）　

早
稲
田
大
学
蔵
本
（
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）　

活
字
・
岩
波
文
庫
『
花
暦
八
笑
人
』
上

下
（
岩
波
書
店
）
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�『
滑
稽
和
合
人
』（
文
政
六
～
弘
化
元
刊
）
初
編
～
四
編
早
稲
田
大
学

蔵
本
（
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）　

活
字
・
帝
国
文
庫
『
滑
稽

名
作
集
』（
博
文
館
、
一
九
〇
九
）

　
　

�『
温
泉
土
産
箱
根
草
』
初
編
・
二
編
（
天
保
十
五
）『
膝
栗
毛
文
芸
集

成
』
22
（
二
〇
一
四
、
ゆ
ま
に
書
房
）　

活
字
・『
神
奈
川
県
郷
土
資

料
集
成
10　

温
泉
土
産
箱
根
草
』（
一
九
八
三
、
神
奈
川
県
図
書
館

協
会
）

・
為
永
春
水
（
寛
政
元　

一
七
八
九
～
天
保
十
四　

一
八
四
三
）
作
品

　
　

�『
温
泉
土
産
箱
根
草
』
三
編
・
四
編
（
弘
化
二
年
刊
）　

テ
キ
ス
ト
は

右
に
同
じ

　

刊
年
は
約
四
十
年
の
ス
パ
ン
が
あ
り
、
作
者
も
十
五
年
程
度
の
世
代
差

が
あ
り
、当
然
そ
の
間
の
言
語
変
化
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

先
ず
は
化
政
・
天
保
期
の
共
時
態
と
し
て
捉
え
、
経
年
変
化
の
相
を
観
察

す
る
の
は
過
去
に
遡
っ
て
記
述
を
蓄
積
し
た
後
に
行
う
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

三

　

ま
ず
ノ
ダ
の
例
を
見
る
。
江
戸
者
の
会
話
の
み
を
対
象
と
し
、
文
末
の

ノ
ダ
（
ン
ダ
一
例
含
む
）
と
い
う
形
の
み
を
扱
い
、
疑
問
ノ
カ
、
否
定
ノ

デ
ハ
ナ
イ
な
ど
は
対
象
外
と
し
た
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
代
名
詞
的
な
ノ

を
含
む
と
解
せ
ら
れ
る
ノ
ダ
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る（

（
（

。

　
（
１
）�

ド
レ
〳
〵
土ど

龍り
う

が
本
な
ら
液つ

ば
き

を
つ
け
て
穴あ

な

を
あ
け
て
や
ら
う　

び
ん
「
よ
さ
つ
し
。
貸か

し

本ほ
ん

屋や

か
ら
借か

り

た
の
だ　
『
浮
世
床
』
二
編

下
二
十
五
オ
５
（
360
―
14
）（
括
弧
内
は
活
字
本
の
所
在
、
以
下

同
）

　

ノ
ダ
の
文
は
、
現
代
語
研
究
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
田
野
村
忠
温
（
一
九
九
〇
）
な
ど
、
題
説
構
文

の
説
明
部
分
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
無
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
ノ

ダ
の
基
本
的
用
法
は
、「
あ
る
こ
と
が
ら
の
背
後
の
事
情
を
表
す
」
な
ど

と
説
明
さ
れ
る
。（
以
下
、「
説
明
」）
次
の
用
例
（
２
）（
３
）
が
こ
れ
で

あ
る
。

　
（
２
）�宮
二「
ヲ
イ
〳
〵
何な

に

か
あ
る
そ
う
で
大で

へ
ぶ分

人ひ
と

が
走か

け

る
ゼ
」塔「
ハ
ゝ

ア
船ふ

ね

が
出で

る
の
だ
。　
『
箱
根
草
』
初
編
下
155
下
10
（
124
―
2
）

　
（
３
）�ム
ヽ
こ
の
手て

紙が
ミ

ハ
半は

ん

さ
ん
の
手て

だ
ハ
。
ヲ
ヤ
〳
〵
ど
う
い
ふ
心
い

き
だ
の
。
マ
ア
読
ん
で
見
よ
う
や
［
ト
ひ
ら
き
見
て
］
ヲ
ゝ
酔よ

つ

っ

た
手て

だ
の
う
。
帳ち

や
う

場ば

の
筆ふ

で

を
借か

り

て
書か

い

い
た
の
だ
。　
『
四
十
八
癖
』
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三
編
二
十
ウ
７
（
312
―
12
）

　

用
例
（
２
）
は
「
人
が
走
っ
て
い
る
」
と
い
う
状
況
に
対
し
「
船
が
出

る
」
と
い
う
判
断
を
示
し
た
も
の
で
、
同
一
文
中
に
主
題
が
提
示
さ
れ
て

は
い
な
い
が
、
題
説
構
文
の
説
明
部
分
と
解
し
得
る
。
用
例
（
３
）
は
手

紙
の
筆
跡
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
を
述
べ
た
も
の
で
、
や
は
り
同
様

の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
拙
稿
（
一
九
九
八
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
説
明
」

の
ノ
ダ
ロ
ウ
は
安
永
期
か
ら
の
の
用
例
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
次

の
よ
う
に
示
し
た
が
右
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。

　
　

�（
或
る
既
定
の
事
柄
に
対
し
て
）
原
因
理
由
・
背
後
の
事
情
・
問
題

の
実
状
ノ
ダ
ロ
ウ

　

一
方
、
こ
の
形
に
は
ま
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。「
状
況
と
の
因
果
関
係
」

を
持
た
な
い
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
（
４
）
は
大
川
橋

の
身
投
げ
茶
番
に
お
け
る
後
見
役
の
役
割
を
述
べ
た
も
の
で
、
状
況
に
対

す
る
説
明
で
は
な
く
、
主
張
・
断
定
・
決
意
を
述
べ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。（
以
下
、「
断
定
」）

　
（
４
）�な
り
た
け
人
に
あ
や
し
め
ら
れ
る
よ
ふ
に
。
欄
干
へ
寄
か
ゝ
ツ
た

り
何
か
し
て
居
て
。
い
ゝ
時じ

分ぶ
ん

に
。
ポ
イ
と
引
ぬ
き
で
。
ま
つ
ぱ

だ
か
。
緋ひ

褌ふ
ん

一
ツ
に
成な

つ

て
。
其
時
後こ

う

見け
ん

が
。
著き

 
も
の物

の
始し

末ま
つ

さ
へ
。

し
て
く
れ
れ
ば
い
ゝ
の
だ
。
さ
ら
り
と
髪か

ミ

を
乱
し
て
。
ポ
ン
と
川

へ
飛と

び

込こ
む

む
の
だ
が
。
ソ
リ
ヤ
身
投な

げ

だ
と
い
つ
て
。
橋は

し

も
川
も
大
騒

ぎ
に
。
な
る
だ
ろ
う　
『
八
笑
人
』
三
編
下*

十
ウ
７
（
144
―
７
）

　

同
様
に
状
況
と
の
因
果
関
係
を
示
さ
な
い
で
、
聞
き
手
に
行
為
を
促
す

も
の
、す
な
わ
ち
命
令
の
ノ
ダ
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。（
以
下
、「
命

令
」）
現
代
語
の
研
究
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
ノ
ダ
の
基
本
的
・
中

核
的
用
法
か
ら
い
か
に
派
生
し
た
か
定
説
を
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
（
５
）�コ
レ
松
や
こ
ゝ
を
か
た
づ
け
る
の
だ
よ　
『
四
十
八
癖
』
四
編
五

オ
（
339
―
８
）

　

状
況
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
で
、
原
因
・
理
由
を
確
定
条
件
句
と

し
て
提
示
し
て
い
る
も
の
（
以
下
、「
条
件
」）
や
、
疑
問
語
と
共
起
す
る

も
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
ノ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
焦
点

と
し
て
い
る
と
説
か
れ
る
。

　
「
条
件
」
の
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
６
）�着き

物も
の

が
き
た
ね
へ
の
。
内う

ち

が
貧び

ん

乏ぼ
う

だ
の
と
。
が
き
の
口く

ち

か
ら
い
ふ

こ
と
ば
じ
や
ア
ね
へ
。
て
め
へ
た
ち
は
云い

つ

て
聞き

か

せ
る
か
ら
い
ふ
の
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だ
ア
。　
『
浮
世
風
呂
』
二
編
下
十
オ
６
（
119
―
10
）

　
（
７
）�お
ら
が
伯お

母ば

御ご

な
ど
は
不ふ

仕し

合あ
ハ
せ

で
独み

と
り
ミ身

に
な
つ
居て

る
か
ら
お
れ

が
は
ご
く
の
む
の
だ
。『
浮
世
床
』
初
編
下
三
十
八
ウ
２
（
311
―

13
）

　
（
８
）�お
め
へ
は
後ご

し
や
う生

が
能い

ヽ

か
ら
。
そ
れ
で
つ
か
ね
へ
の
だ
。
気
の
い
ゝ

者も
な

ア
。
お
は
ぐ
ろ
が
早
く
は
げ
る
と
さ
。　
『
四
十
八
癖
』
後
編

二
十
三
ウ
７
（
276
―
１
）

　
（
９
）�お
つ
な
口く

ち

を
き
ゝ
た
が
る
か
ら
。
ま
ち
げ
へ
斗ば

か

り
い
ふ
の
だ
。　

『
浮
世
床
』
三
編
下
二
十
一
ウ
２
（
386
―
３
）

　
（
10
）�あ
ん
ま
り
甘あ

ま

口く
ち

に
す
る
か
ら
ふ
ざ
け
る
の
だ
。　
『
八
笑
人
』
二
編

上
十
ウ
４
（
75
―
５
）

　
（
11
）�今い

ま

買か

つ
て
も
邪じ

や

魔ま

だ
か
ら
帰け

へ

り
に
買か

ハ

ふ
と
言い

ふ
の
だ
ア
な　
『
和

合
人
』
四
編
中
十
五
オ
７
（
436
―
６
）

　
（
12
）�ヱ
ゝ
何な

ん

の
夫そ

れ

が
物も

の

馴な
れ

な
ひ
か
ら
安あ

房ハ

上か
づ
さ総

の
浦う

ら

の
け
し
き
を
松ま

つ

嶋し
ま

か
象き

さ

潟か
た

の
景け

色し
き

で
も
見ミ

た
様や

う

に
仰き

や
う

山さ
ん

に
騒さ

ハ

ぐ
の
だ　
『
箱
根
草
』

初
編
上
25
・
１
（
134
下
6
）

　

疑
問
語
は
、ナ
ニ
・
ダ
レ
・
ド
コ
な
ど
不
定
称
代
名
詞（
以
下
、「
不
定
」）

と
、
ナ
ゼ
・
ド
ウ
シ
テ
・
ナ
ニ
ユ
エ
な
ど
原
因
理
由
を
問
う
副
詞
（
以
下
、

「
ナ
ゼ
」）
と
が
あ
る
。
現
代
語
で
、
前
者
は
ノ
が
必
須
で
は
な
い
が
後
者

は
必
須
で
あ
る
。
江
戸
語
の
ノ
ダ
ロ
ウ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
者
は
寛
政

期
、
後
者
は
文
政
期
か
ら
用
例
を
見
る
。

　
「
不
定
」
の
ノ
ダ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
13
）�コ
レ
〳
〵
何な

に

を
唄う

た

ふ
の
だ
ナ
。　
『
浮
世
風
呂
』
三
編
下
十
ウ
６

（
188
―
７
）

　
（
14
）�コ
レ
主し

ゆ

人じ
ん

。
あ
の
書か

い

た
も
の
は
何な

ん

に
す
る
の
だ
の　
『
浮
世
床
』

初
編
上*

十
オ
１
（
268
―
３
）

　
（
15
）�ど
け
へ
い
つ
た
の
ダ
。　
『
八
笑
人
』
三
編
下*

二
十
三
ウ
２
（
154

―
３
）

　
（
16
）�左
次
「
ム
ン
足そ

こ下
ハ
ど
こ
に
居
る
の
だ　

卒
「
お
い
ら
は
又
別べ

つ

に

妙め
う

な
船
を
た
の
ん
で
。
独ひ

と

り
別
に
い
る
の
サ　
『
八
笑
人
』
三
編

下
六
オ
７
（
141
―
７
）

　
（
17
）�翌あ

す

の
晩ば

ん

ハ
何ど

所こ

へ
泊と

ま

る
の
だ　
『
箱
根
草
』
二
編
下
262
・
４
（
186

下
７
）

　

用
例
（
13
）
は
、
歌
っ
て
い
る
も
の
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
湯

の
中
で
歌
う
の
を
咎
め
て
い
る
例
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
次
の
「
ナ
ゼ
」

に
入
る
も
の
で
あ
る
。
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・「
ナ
ゼ
」
の
ノ
ダ
の
例

　
（
18
）�そ
ん
な
ら
な
ぜ
う
た
ふ
の
だ　
『
浮
世
風
呂
』
三
編
下
十
一
オ
１

（
188
―
９
）

　
（
19
）�ナ
ゼ
其そ

の

様や
う

に
ほ
う
き
を
ふ
り
上あ

ゲ
る
の
だ　
『
栗
毛
後
駿
足
』
初

編
上
50
・
７
（
60
―
２
）

　
（
20
）�な
ぜ
そ
ん
な
む
づ
か
し
い
手て

拭ぬ
ぐ
い

を
冠か

ふ
る

の
だ　
『
八
笑
人
』
二
編

上
四
ウ
３
（
69
―
９
）

　
（
21
）�し
か
し
そ
の
仕し

掛か
け

な
ら
。
竹た

け

の
巾は

ヾ

や
長な

が

さ
は
。
大た

い

体て
い

い
ゝ
か
げ
ん

で
宜
さ
す
な
も
の
だ
。
ナ
ゼ
其そ

の

や
う
に
寸す

ん

法ほ
ふ

が
む
ず
か
し
い
の
だ 

『
和
合
人
』
三
編
上
十
ウ
７
（
379
―
７
）

　
（
22
）�ど
う
し
て
呼よ

ぶ

の
だ
早は

や

く
い
は
つ
せ
へ
ナ
。　
『
和
合
人
』
三
編
上

二
十
二
ウ
５
（
380
―
13
）

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ノ
ダ
の
用
法
は
次
の
様
に
分
類
で
き
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
ノ
ダ
ロ
ウ
の
発
達
段
階
か
ら
示
唆
を
得
た
も
の
で
、
史
的

変
遷
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
後
の
説
明
の
た
め
に
設
定
し
た
便
宜
的
な
も

の
で
、
ノ
ダ
の
意
味
の
派
生
関
係
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

平
叙
文　

条
件
句
を
含
ま
な
い　

状
況
と
の
因
果
関
係
を
も
つ
も
の

「
説
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

状
況
と
の
因
果
関
係
を
た
な
い
も
の

「
断
定
」「
命
令
」

　
　
　
　
　

条
件
句
を
含
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
条
件
」

　

疑
問
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
不
定
」

　
　
　
　
「
ナ
ゼ
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
す
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
用
例
数
に
は

繰
り
返
し
を
含
ん
で
い
な
い
。

　

ノ
ダ
の
用
法
は
、
作
者
、
作
品
に
よ
る
偏
り
が
無
い
こ
と
が
見
て
と
れ

説
明

断
定

命
令

条
件

不
定

ナ
ゼ

計

三
馬

浮
世
風
呂

３

10

６

５

２

26

浮
世
床

６

19

３

１

29

四
十
八
癖

４

６

１

２

１

14

鯉
丈

栗
毛
後
駿
足

４

６

１

10

９

４

34

浮
世
床
三
編

１

４

２

３

10

八
笑
人

３

９

19

34

11

76

和
合
人

12

６

１

17

31

７

74

箱
根
草
一
二
編

11

10

８

８

２

39

春
水

箱
根
草
三
四
編

２

２

７

１

12
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る
。こ
れ
ら
の
諸
形
式
が
全
て
こ
の
時
代
一
般
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

言
語
量
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
印
象
と
し

て
、
鯉
丈
は
三
馬
よ
り
も
ノ
ダ
を
多
く
使
っ
て
い
る
と
見
え
る
。『
浮
世

風
呂
』
に
は
女
性
の
会
話
が
多
く
、
位
相
的
偏
り
が
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
。
茶
番
劇
の
相
談
な
ど
、
自
己
の
主
張
を
す
る
場
面
が
多
い
こ
と
も
あ

る
が
、
こ
れ
が
鯉
丈
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
木
坂
基

（
一
九
七
三
）
は
、
近
代
文
芸
に
つ
い
て

　
　

�「
の
だ
」
文
は
、
現
象
文
の
事
実
的
客
観
的
叙
述
と
は
対
照
的
に
、

主
観
的
・
感
情
的
色
合
い
を
お
び
る
こ
と
に
な
る
。

と
述
べ
、
ノ
ダ
文
が
私
小
説
的
手
法
の
中
で
文
体
的
地
位
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
地
の
文
の
文
体
の
こ

と
で
あ
り
、
江
戸
文
芸
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
江
戸
語
に
お
い
て
も
ノ
ダ
の
よ
う
な
文
末
の
ム
ー
ド
に
関
わ
る
要
素

は
、
会
話
の
ス
タ
イ
ル
、
文
体
の
違
い
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
他
の
言
語
要
素
の
出
現
に
も
同
じ
事
が
言

え
る
。
例
え
ば
、
三
馬
の
作
品
に
は
ノ
ダ
ロ
ウ
、
確
認
要
求
の
ダ
ロ
ウ
が

非
常
に
少
な
い
が
、
鯉
丈
の
作
品
に
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る（

（
（

。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ら
の
相
関
関
係
は
俄
に
証
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
る

言
語
形
式
の
有
無
、
多
少
を
観
察
す
る
た
め
に
は
、
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
、

文
体
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ノ
ダ
は
比
較
的

頻
度
が
高
い
が
、
使
用
頻
度
の
低
い
も
の
は
結
果
に
大
き
く
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

現
代
語
ノ
ダ
の
研
究
で
は
、
ノ
ダ
に
は
ム
ー
ド
の
ノ
ダ
と
ス
コ
ー
プ
の

ノ
ダ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。「
条
件
」「
不
定
」「
ナ
ゼ
」は
後
者
に
属
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
後
者
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
。こ
の
二
つ
の
ノ
ダ
は
、

文
化
～
天
保
頃
の
ノ
ダ
に
既
に
備
わ
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味

で
、
化
政
・
天
保
期
の
ノ
ダ
は
た
し
か
に
現
代
語
と
同
じ
よ
う
な
形
式
を

備
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

四

　

江
戸
語
の
終
助
詞
サ
に
つ
い
て
は 

長
崎
靖
子
（
一
九
九
八
）
の
論
が

あ
り
、
指
定
辞
相
当
の
機
能
が
あ
り
、
丁
寧
な
文
体
で
使
用
さ
れ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
引
か
れ
た
用
例
を
見
る
と
ノ
サ
が
見
ら
れ
る
が
、
長
崎

説
に
従
え
ば
ノ
ダ
相
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
も
、
前

掲
用
例
（
16
）
の
よ
う
に
「
断
定
」
の
ノ
ダ
に
相
当
す
る
ノ
サ
が
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、「
説
明
」
は
見
い
だ
せ
ず
、
ノ
サ
が
題
説
構
文
に
還
元
で

き
る
か
否
か
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
条
件
」
の
用
法
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は
確
認
で
き
る
。

　

�（
23
）�目め

を
塞ふ

さ
い

い
で
居を

つ

て
も
心し

ん

は
寐ね

ま
せ
ぬ
か
ら
、
ヤ
ハ
リ
寐ね

る
時と

き

は

寐ね

ま
す
の
さ
。　
『
浮
世
風
呂
』
前
編
下*

九
オ
７
（
66
―
１
）

　
（
24
）�そ
し
て
少
し
ツ
ヽ
綱つ

な

を
ゆ
る
め
ま
す
か
ら
。
い
ヽ
あ
ん
ば
い
に
切き

り
口
が
ひ
ら
き
ま
す
の
サ　
『
栗
毛
後
駿
足
』
二
編
上
177
・
７

（
92
―
12
）

　
（
25
）�近き

ん

年ね
ん

ハ
黒く

ろ

羽は

二ぶ
た

重へ

に
緋ひ

博
多
の
帯
。
蛇じ

や

の
目め

の
傘か

さ

と
い
ふ
。
い
き

に
す
ご
い
こ
し
ら
へ
で
い
き
や
す
か
ら
。
ソ
レ
詞こ

と
ば

も
今い

ま

風ふ
う

に
、

ヲ
イ
〳
〵
お
と
つ
さ
ん
〳
〵
し
や
れ
て
い
ふ
の
サ
。　
『
八
笑
人
』

四
編
追
加
上*

二
十
四
オ
８
（
250
―
９
）

用
例
数
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

浮
世
風
呂　
　
　
　

57
例　
　

内
「
条
件
」
８
例

　
　

浮
世
床　
　
　
　
　

28
例　
　

内
「
条
件
」
９
例

　
　

四
十
八
癖　
　
　
　

15
例　
　

内
「
条
件
」
１
例

　
　

栗
毛
後
駿
足　
　
　

５
例　
　

内
「
条
件
」
１
例

　
　

浮
世
床
三
編　
　
　

６
例　
　

内
「
条
件
」
２
例

　
　

八
笑
人　
　
　
　
　

13
例　
　

内
「
条
件
」
３
例

　
　

和
合
人　
　
　
　
　

７
例　
　

内
「
条
件
」
４
例

　
　

箱
根
草
一
二
編　
　

５
例　
　

内
「
条
件
」
２
例

　
　

箱
根
草
三
四
編　
　

５
例　
　

内
「
条
件
」
２
例

　
「
不
定
」「
ナ
ゼ
」
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ノ
ダ
と
異
な

り
、
疑
問
語
疑
問
文
に
使
わ
れ
る
例
は
な
く
全
て
平
叙
文
で
使
わ
れ
て
い

る
。
サ
に
指
定
相
当
の
働
き
が
あ
っ
て
も
、
ダ
と
等
価
で
は
な
か
っ
た
の

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
『
浮
世
風
呂
』
の
ノ
サ
の
多
く
は
丁
寧
語
に
下
接
し
た
も
の
で

十
五
例
あ
り
、そ
の
う
ち
十
四
例
が
女
性
の
使
用
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

長
崎
（
一
九
九
八
）
で
既
に
指
摘
が
あ
り
、
故
に
終
助
詞
サ
は
丁
寧
な
会

話
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
事
実
だ
が
、
ノ
ダ
に

も
丁
寧
語
に
つ
く
例
が
見
ら
れ
る
。

　
（
26
）�賀
「
サ
ア
〳
〵
ふ
と
ん
が
来き

た
が
是こ

れ

を
ど
う
し
ま
す
の
だ　
『
栗

毛
後
駿
足
』
二
編
上
187
・
３
（
95
―
8
）

　

推
量
表
現
で
も
、
マ
ス
ダ
ロ
ウ
、
ヤ
ス
ダ
ロ
ウ
が
こ
の
時
期
に
見
ら
れ

る
。
辻
村
俊
樹
（
一
九
六
八
）
に
も
、
後
部
要
素
が
非
敬
語
形
で
あ
っ
た

も
の
が
敬
語
形
で
収
め
る
よ
う
に
な
る
傾
向
が
明
治
以
降
認
め
ら
れ
る
と

述
べ
て
い
る
が
、
近
世
後
期
で
は
こ
の
よ
う
な
形
が
な
お
存
し
て
い
た
。

　
『
浮
世
風
呂
』
に
ノ
サ
が
多
い
の
は
位
相
的
な
側
面
を
反
映
し
て
い
る
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と
思
わ
れ
る
。
ノ
サ
の
使
用
は
女
性
48
例
に
対
し
男
性
９
例
、
こ
れ
と
対

称
的
に
ノ
ダ
は
女
性
10
例
男
性
16
例
で
、
敬
体
で
の
使
用
を
除
い
て
も
位

相
的
な
偏
り
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
待
遇
差
が
絡
ん
で
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
敬
語
辞
で
は
な
い
の
で
サ
の
持
つ
性

格
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

鯉
丈
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
な
の
で
男
女
差
は
確
認
で
き
な
い
。

位
相
の
点
で
『
浮
世
風
呂
』
は
有
用
な
資
料
で
あ
る
が
、
同
じ
く
女
性
が

多
く
登
場
す
る
『
四
十
八
癖
』
で
は
、
ノ
サ
・
女
性
４
：
男
性
11
、
ノ
ダ
・

女
性
８
：
男
性
11
と
必
ず
し
も
女
性
に
偏
っ
て
い
な
い
。『
浮
世
風
呂
』

の
結
果
の
み
を
以
て
位
相
差
を
言
う
の
は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　

五

　

活
用
語
に
ノ
を
介
せ
ず
直
に
つ
く
ダ
（
以
下
、
活
用
語
ダ
）
に
つ
い
て

は
、
土
屋
に
詳
細
な
論
考
が
あ
り
、
筆
者
も
拙
稿
（
二
〇
一
六
）
で
そ
の

こ
と
に
触
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
補
足
を
行
う
。

　

土
屋
（
一
九
六
九
）
で
化
政
期
滑
稽
本
の
活
用
語
ダ
に
つ
い
て
以
下
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・
ほ
と
ん
ど
が
現
代
語
の
ノ
ダ
に
置
き
換
え
可
能
で
あ
る
。

　
　

・
指
定
助
動
詞
の
働
き
は
な
く
終
助
詞
的
で
あ
る（

（
（

。

　

拙
稿
（
二
〇
一
六
）
に
お
い
て
も
、
活
用
語
ダ
が
ノ
ダ
文
の
中
心
と
な

る
題
説
構
文
を
構
成
し
て
い
る
か
に
疑
問
を
呈
し
た
。
終
助
詞
的
と
す
る

土
屋
説
と
結
果
的
に
通
い
合
う
が
、
土
屋
の
説
は
ダ
の
上
が
準
体
句
と
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
の
、言
わ
ば
品
詞
論
的
な
も
の
で
あ
り
、

観
点
が
異
な
る
。

　

ノ
ダ
に
置
き
換
え
可
能
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ノ
ダ
の
い
か
な
る
用

法
に
お
い
て
な
の
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
位
相
に
つ
い
て

は
土
屋
説
に
異
論
が
無
い
の
で
言
及
し
な
い
。
カ
ウ
ン
ト
し
た
用
例
は
全

て
江
戸
者
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
今
回
の
調
査
で
も
活
用
語
ダ
が
題
説
構
文
を
構
成

し
て
い
る
例
を
拾
え
ず
、
活
用
語
ダ
を
ノ
ダ
と
等
価
と
す
る
積
極
的
な
根

拠
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
次
の
例
は
、
引
用
句
を
受
け
て
い
る
よ
う
に

解
せ
ら
れ
る
。

　
（
27
）�お
れ
は
あ
ぐ
ら
か
き
ま
し
た
だ
が
、
お
め
へ
は
ね
こ
ろ
ば
り
ま
し

た
だ
の
。　
『
浮
世
風
呂
』
二
編
下
十
一
オ
８
（
133
―
４
、５
）

　
（
28
）�名め

い

燗か
ん

成じ
や
う

就じ
ゆ

片か
た

鬚び
ん

毛け

ね
へ
だ　
『
和
合
人
』
三
編
中
二
十
三
オ
８

（
402
―
２
）

　
（
29
）�塔
「
コ
ウ
江え

戸ど

向む
き

へ
か
ゝ
る
玉た

ま

川が
ハ

上じ
や
う

水す
い

は
此こ

の

上か
ミ

だ
ゼ　

木
賀
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「
夫そ

れ

じ
や
ア
爰こ

ヽ

の
水ミ

づ

ハ
江え

戸ど

ツ
子こ

の
腹は

ら

へ
は
へ
り
損ぞ

こ

な
ツ
た
奴や

つ

だ

ノ　

宮
二
「
這は

へ
り
損そ

こ

な
つ
た
ら
損そ

こ

な
つ
た
ぎ
り
で
能い

ヽ

ひ
よ
ツ
と

爰こ
ヽ

で
飲の

ま

せ
ら
れ
ち
や
ア
大た

い

変へ
ん

だ　

木
賀
「
違ち

げ

へ
ね
へ
决け

し
て
お
時じ

宜ぎ

ハ
い
た
し
ま
せ
ん
ダ
。　
『
箱
根
草
』
初
編
下
126
・
３
（
156
下
８
）

　

用
例
（
29
）
は
「
大
願
成
就
か
た
じ
け
な
い
」
の
洒
落
で
あ
る
。（
29
）

は
「
遠
慮
し
な
い
」
だ
が
、
こ
れ
は
字
面
と
は
逆
で
、
何
か
を
「
遠
慮
す

る
な
」
と
進
め
ら
れ
て
断
る
時
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
話
者
は
対
者
に
対
し

て
丁
寧
語
を
用
い
て
い
な
い
。
や
は
り
、
引
用
句
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

既
に
土
屋
（
一
九
六
九
）
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「
命
令
」
と
解
せ
ら

れ
る
例
も
あ
る
。

　
（
30
）�コ
ウ
お
酌く

ミ

。
て
め
へ
に
教お

せ
へ

て
置お

か

う
。
縮ち

り

緬め
ん

の
着き

物も
の

へ
酒
が
か
ゝ

つ
た
ら
熱あ

つ

い
灰は

い

を
上
へ
ふ
り
か
け
て
。
暫し

ば
ら

く
じ
つ
と
し
て
ゐ
る

だ
。
忽た

ち
ま

ち
燥か

ハ

く
か
ら
燥か

ハ

い
た
ら
ば
灰
を
そ
つ
く
り
捨す

て

て
。
跡あ

と

を

は
た
く
が
い
ゝ
。　
『
四
十
八
癖
』
後
編
４
ウ
４
（
240
―
１
）
再
掲

　
（
31
）�ソ
レ
腰こ

し

の
手て

を
払は

ら

わ
れ
た
か
ら
。
左ひ

だ
り

の
手て

を
肩か

た

へ
か
け
て
引ひ

く
。

今こ
ん

度ど

は
グ
ツ
ト
引ひ

き

か
へ
さ
れ
た
心こ

ヽ
ろ

持も
ち

で
。
す
こ
し
そ
る
（
反
、

左
ル
ビ
）
だ
。
ヅ
ブ
「
斯か

う

か
。」
ア
バ
「
マ
ア
そ
う
ヨ
。
そ
こ
で
ト
、

ム
ヽ
。
そ
こ
で
胸む

な

倉ぐ
ら

だ
。
ソ
レ
後う

し
ろ

か
ら
斯か

う
取と

る
ハ
。
と
り
な

が
ら
キ
リ
キ
リ
と
引ひ

き

廻ま
ハ

す
。
こ
つ
ち
へ
む
く
ダ
。
ヱ
ヽ
。
そ
ふ
廻ま

ハ

れ
る
も
の
か
。
こ
つ
ち
へ
ヨ
。
ヤ
。
そ
ふ
む
い
た
。
そ
こ
で
両り

や
う

手て

で
拝お

が
ミ
う
ち打

に
。
胸む

な

ぐ
ら
を
う
ち
お
と
す
だ
。　
『
八
笑
人
』
二
編

上
十
七
ウ
２
～
６
（
81
―
10
～
）

　

こ
れ
を
ノ
ダ
の
「
命
令
」
と
見
、（
28
）（
29
）
が
引
用
句
を
受
け
て
い

る
と
す
れ
ば
、
活
用
語
ダ
は
指
定
辞
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
活
用
語
ダ
の
用
例
数
と
「
命
令
」「
引
用
」
と
思
し
き
用
例
数
は

　
　

浮
世
風
呂　
　
　
　

17
例　
　

内
「
命
令
」
０
例　
「
引
用
」
２
例

　
　

浮
世
床　
　
　
　
　

５
例　
　

内
「
命
令
」
０
例　
「
引
用
」
０
例

　
　

四
十
八
癖　
　
　
　

６
例　
　

内
「
命
令
」
１
例　
「
引
用
」
１
例

　
　

栗
毛
後
駿
足　
　
　

０
例

　
　

浮
世
床
三
編　
　
　

０
例

　
　

八
笑
人　
　
　
　
　

６
例　
　

内
「
命
令
」
３
例　
「
引
用
」
０
例

　
　

和
合
人　
　
　
　
　

２
例　
　

内
「
命
令
」
０
例　
「
引
用
」
０
例

　
　

箱
根
草
一
二
編　
　

１
例　
　

内
「
命
令
」
０
例　
「
引
用
」
０
例

　
　

箱
根
草
三
四
編　
　

２
例　
　

内
「
命
令
」
０
例　
「
引
用
」
０
例

で
、
母
数
の
わ
り
に
命
令
が
ノ
ダ
よ
り
も
多
い
が
、
用
例
（
31
）
な
ど
に

か
た
ま
っ
て
お
り
、特
に
目
立
っ
た
傾
向
と
は
言
え
な
い
。他
は
次
の「
断
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定
」
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

活
用
語
ダ
に
は
「
断
定
」
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
次
の
例
は
「
さ

る
」
と
い
う
老
女
が
元
遊
女
の
嫁
の
批
判
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
活
用
語
ダ
の
直
後
に
ノ
ダ
が
現
れ
て
い
る
。
前
の
文
は
、「
髪
型

ば
か
り
気
に
し
て
着
物
に
は
無
頓
着
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
着
古
し
て
し
ま
う
」、

後
の
文
は
、「
着
物
も
洗
濯
、
修
繕
を
す
れ
ば
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
着
ら
れ
る
」

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
（
32
）�あ
の
ま
ア
ざ
ま
を
見
な
せ
へ
。
お
め
へ
の
方ほ

う

へ
も
行い

く

だ
ら
う
が
、

椎し
い
た
け茸

さ
ん
干か

ん
ぴ
や
う瓢

さ
ん
と
い
ふ
天あ

た
ま窓

を
し
て
、
な
け
無な

し

の
一い

ツ
て

う
ら
を
着き

ご
ろ
し殺

に
着き

切き
つ

て
仕し

ま
う
だ
。
着き

物も
の

も
の
お
め
へ
、
身み

じ
ん

ま
く
を
よ
く
す
れ
ば
、
じ
ゞ
む
さ
く
も
な
く
、
小こ

ざ
つ
ぱ
り
と
洗せ

ん

濯た
く

も
の
が
着き

ら
れ
る
の
だ
は
。　
『
浮
世
風
呂
』
二
編
上*

十
六
オ

７
（
96
―
14
）

　

以
上
の
よ
う
に
、「
断
定
」「
命
令
」
と
思
し
き
例
は
ノ
ダ
の
用
法
と
重

な
る
。
し
か
し
、「
説
明
」
と
解
せ
ら
れ
る
例
が
み
あ
た
ら
な
い
。「
条
件
」

「
不
定
」「
ナ
ゼ
」
も
見
ら
れ
な
い
。
活
用
語
ダ
は
状
況
と
の
因
果
関
係
を

保
っ
た
用
法
は
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
化
政
・
天
保
期
の
共
時
態

と
し
て
は
ノ
ダ
と
は
異
な
る
点
が
多
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
湯
沢
幸
吉
郎
（
一
九
五
四
）
で
は
活
用
語
ダ
を
「
上
品
な
言
ひ

方
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
土
屋
は
宝
暦
期
歌
舞
伎
台
帳
に
丁
寧
語
を

用
い
る
文
脈
の
中
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
、
お
屋
敷
こ
と
ば
を
話
す
『
浮

世
風
呂
』
の
お
初
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

　
（
33
）�お
し
つ
け
御ご

奉ほ
う

公こ
う

に
お
上あ

が

り
遊あ

そ

ば
す
と
、
夫そ

れ

こ
そ
最も

う
大や

ま
と和

詞こ
と
ば

で
お
人ひ

と

柄が
ら

に
お
な
り
遊あ

す

ば
す
だ
。　
『
浮
世
風
呂
』
三
編
下
二
十
七

オ
３
（
203
―
11
）

　

し
か
し
、
三
馬
は
こ
う
い
う
人
物
を
肯
定
的
に
描
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、「
町
」
の
矜
恃
を
保
つ
滑
稽
本
読
者
層
の
共
感
を
得
る

た
め
の
恰
好
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
右
の

『
浮
世
風
呂
』
は
「
馬
脚
を
現
」
し
た
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
表
現
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
序
に
あ
る
よ
う
な
教
育
的
な
目
的
は
表
向
き
な
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
他
に
も
三
馬
の
言
辞
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
書
い
て
あ
る

こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
上
品
な

言
ひ
方
で
は
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
、
化
政
期
に
限
っ
て
言
え
ば
否
定
で

き
な
い
と
思
う
。
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六

　

ノ
ダ
の
推
量
形
ノ
ダ
ロ
ウ
の
江
戸
語
の
実
態
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
段

階
的
に
用
法
を
拡
張
し
て
い
っ
た
と
指
摘
を
し
た
。
現
代
語
の
ム
ー
ド
の

ノ
ダ
と
ス
コ
ー
プ
の
ノ
ダ
と
の
区
別
を
こ
こ
に
あ
て
は
め
る
と
、
江
戸
語

の
ノ
ダ
ロ
ウ
は
、
ム
ー
ド
か
ら
ス
コ
ー
プ
へ
と
用
法
を
拡
大
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
　

１　

ノ
が
「
物
・
人
」
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の　
（
安
永
～
）

　
　

２　

原
因
理
由
を
推
量
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　

～
ハ
～
ノ
ダ
ロ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
永
～
）

　
　
　
　
　
　

～
ハ
～
カ
ラ
～
ノ
ダ
ロ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
政
～
）

　
　

３　

ナ
ゼ
を
伴
う
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
政
～
）

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
３
は
文
政
期
ま
で
見
ら
れ
ず
、
し
か
も
江
戸
期

を
通
し
て
ダ
ロ
ウ
も
こ
の
用
法
を
受
け
持
つ
。
ナ
ゼ
～
ダ
ロ
ウ
、
ナ
ゼ
～

ノ
ダ
ロ
ウ
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
34
）�福
「
ヲ
ヤ
〳
〵
ご
ふ
ぐ
な
大た

い

木ぼ
く

だ
。
な
ぜ
伐き

る

だ
ろ
ふ　

徳
「
な
ぜ

き
る
だ
ろ
ふ
と
つ
て
。
ど
ふ
し
て
お
れ
に
し
れ
る
も
の
か
。　
『
栗

毛
後
駿
足
』
二
編
上　

175
・
５
（
92
―
４
、５
）

　
（
35
）�塔
「
ヲ
イ
〳
〵
ア
ヽ
旨う

め

へ
上じ

や
う

燗か
ん

〳
〵
宮ミ

や

公こ
う

ナ
ゼ
是こ

れ

が
呑の

め
ね
へ

だ
ろ
う　
『
箱
根
草
』
初
編
中
79
・
４
（
146
下
１
）

　
（
36
）�木
賀
「
こ
り
や
ア
わ
か
ら
ね
へ
呑の

め

ね
へ
の
に
ナ
ゼ
又ま

た

爰こ
ヽ

へ
這は

入い

ツ

た
の
だ
ら
う　
『
箱
根
草
』
二
編
上
171
・
３　

166
下
17

　

化
政
期
よ
り
前
の
ノ
ダ
に
つ
い
て
は
未
調
査
だ
が
、
化
政
期
の
ノ
ダ
に

は
既
に
右
の
３
が
現
れ
て
お
り
、活
用
語
ダ
に「
ナ
ゼ
」は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
時
期
の
江
戸
語
で
も
ナ
ゼ
に
は
ノ
が
必
須
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
し
か
る
に
ダ
ロ
ウ
の
場
合
は
必
須
で
な
か
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
疑
問
に
は
ダ
ロ
ウ
、
そ
の
答
え
に
は
ノ
ダ
ロ
ウ
が

使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
（
37
）�木
賀
「
シ
タ
ガ
気き

障ざ

な
事
に
や
ア
何な

故ぜ

手て

拭ぬ
ぐ

ひ
を
冠か

ぶ

つ
て
居ゐ

る
だ

ら
う　

宮
「
あ
り
や
ア
急き

つ

度と

冷ひ
へ

性し
や
う

だ
か
ら
天あ

た
ま窓

を
始し

終じ
う

包つ
ヽ

ん
で

居
る
の
だ
ら
う
。　
『
箱
根
草
』
／
三
編
中
199
上
15
（
327
―
４
）

　
「
不
定
」
の
ノ
ダ
に
ノ
ダ
ロ
ウ
で
応
答
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
（
38
）�木
賀
「
ア
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
何な

に

を
思
ひ
出
し
て
そ
ん
な
事
を
云い

ふ
の
だ
。

塔「
ま
た
な
に
か
伊い

左ざ

衛ゑ

門も
ん

の
種た

ね

を
お
も
ひ
付つ

い

た
の
だ
ら
う　
『
箱
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根
草
』
二
編
下
232
・
８
（
179
上
16
）

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
ノ
ダ
の
実
態
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
疑
問
語
疑
問

文
が
ノ
を
取
る
か
否
か
の
問
題
で
は
な
く
、
ダ
ロ
ウ
に
指
定
の
機
能
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
疑
う
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
活
用
語

を
承
け
る
ダ
ロ
ウ
と
非
活
用
語
を
承
け
る
ダ
ロ
ウ
と
は
別
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ナ
ゼ
～
ダ
ロ
ウ
の
問
題
は
、
ノ
ダ
の
側
す

な
わ
ち
準
体
助
詞
介
在
の
問
題
で
は
な
く
、
ダ
ロ
ウ
の
側
の
問
題
と
考
え

る
の
が
妥
当
と
思
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

今
回
調
査
し
た
範
囲
の
ノ
ダ
は
、
現
代
語
と
同
じ
く
題
説
構
文
を
ベ
ー

ス
と
し
た
状
況
説
明
の
用
法
を
基
本
と
し
、
理
由
や
未
定
・
未
知
の
要
素

を
含
む
用
法
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
化
政
・
天
保
期
の
ノ
ダ
は

現
代
語
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
、
化
政
・
天
保
期
の
共
時
態
で
あ
っ
て
、
江
戸
語
の
実
相
を
知
る
た
め

に
は
さ
ら
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
ノ
サ
、
活
用
語
ダ
に
つ
い
て
は
、
ノ
ダ
と
等
価

と
は
言
え
な
い
状
況
が
観
察
さ
れ
た
。
や
は
り
こ
れ
ら
も
、
特
に
活
用
語

ダ
は
ダ
ロ
ウ
と
の
関
連
に
お
い
て
過
去
の
状
況
を
詳
細
に
調
べ
る
必
要
を

感
じ
る
。

　
「
ナ
ゼ
」
と
共
起
す
る
場
合
は
、
推
量
以
外
の
文
で
ノ
が
必
須
で
あ
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
ダ
ロ
ウ
と
ノ
ダ
ロ
ウ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の

新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
、
推
量
表
現
に
お
い
て
ノ
が
必
須
で
な
い
の
は
、

ダ
ロ
ウ
の
側
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と
の
予
測
を
得
た
。
今
後
そ
れ
を
検
証

し
て
い
き
た
い
。

　

ダ
ロ
ウ
と
の
関
係
を
重
視
し
た
た
め
、
調
査
結
果
の
考
察
が
不
足
し
て

い
る
点
が
少
な
く
な
い
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

　

資
料
間
の
差
異
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、
異
な
る
タ
イ

プ
の
作
物
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
記
述
の
精
度
を
上
げ
る
の
に
必
要
と
思

う
。
た
だ
そ
れ
が
作
者
の
違
い
で
あ
る
か
内
容
の
違
い
で
あ
る
か
は
な
お

追
尋
の
余
地
が
あ
る
。『
浮
世
床
』
三
編
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
三
馬
と

鯉
丈
と
の
こ
と
ば
の
違
い
を
見
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
分
量
が
少
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
今
回
は
目
立
っ
た
傾
向
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
直
接
そ
の
論
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
鈴
木
圭
一
（
二
〇
一
七
）

の
論
考
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

文
学
作
品
を
用
い
て
語
学
研
究
を
行
う
際
に
、
そ
の
個
々
の
作
品
が
い
か

な
る
事
情
で
成
立
し
た
か
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
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注（
1
）�

板
本
・
影
印
と
活
字
本
で
は
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
板
本
・
影

印
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
拙
稿
（
二
〇
〇
七
）
に
述
べ
た
よ
う
に
『
日
本
古
典
文

学
全
集
』
の
『
浮
世
床
』
に
は
翻
刻
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
。

（
2
）�

天
保
三
、四
年
刊
の
再
版
本
の
題
名
。『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
の
改
題
（
中
村
正
明
）

に
は
、
序
や
口
絵
が
削
ら
れ
て
い
る
と
あ
る
。

（
3
）
用
例
数
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　

浮
世
風
呂　

２
例　
　

 

浮
世
床　

５
例　
　

 

四
十
八
癖　

４
例

　
　
　

栗
毛
後
駿
足　

１
例　
　

浮
世
床
三
編　

０
例　
　

八
笑
人　

９
例

　
　
　

和
合
人　

３
例　
　

箱
根
草
一
二
編　

３
例　
　

 

箱
根
草
三
四
編　

３
例

（
4
）�ノ
ダ
ロ
ウ
に
つ
い
て
は
、
用
例
（
36
）
～
（
38
）
が
あ
る
。
確
認
要
求
の
ダ
ロ
ウ

は

　
　
　

�

木
賀
「
ア
レ
那あ

す
こ処

に
居ゐ

る
ゼ　

塔
「
ヱ
何ど

こ処
に
〳
　〵

木
賀
「
ソ
レ
向む

か

ふ
に
生お

い

茂し
げ

ツ
た
木き

が
あ
る
だ
ら
う
那あ

の

木き

の
根ね

を
よ
く
見ミ

ね
へ
白し

ろ

い
も
の
が
の
。
ソ
レ
何な

ん

で
も
幽ゆ

う

印
じ
る
し

に
違ち

げ

へ
ね
へ
ゼ　
『
箱
根
草
』
四
編
上
421
・
６
（
217
下
14
）

　
　

�

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
確
認
要
求
の
ダ
ロ
ウ
が
明
和
・
安
永
期
か
ら
確
認
で
き
る

こ
と
は
拙
稿
（
一
九　

九
〇
）
に
述
べ
て
あ
る
。

（
5
）�

拙
稿
（
二
〇
一
七
）
で
原
口
裕
（
一
九
八
〇
）
と
書
い
た
が
、
引
用
元
は
土
屋

（
一
九
六
九
）
で
あ
る
。
訂
正
し
て
お
く
。

参
考
文
献

木
坂�

基
（
一
九
七
三
）　

近
代
文
章
に
お
け
る
「
の
だ
」
文
の
変
遷
と
表
現
価
値　
「
新

居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」９　
『
近
代
文
章
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』

（
風
間
書
院
、
一
九
七
六
）
所
収

鈴
木�

圭
一
（
二
〇
一
七
）　
『
中
本
研
究　

滑
稽
本
と
人
情
本
を
捉
え
る
』（
笠
間
書
院
）

田
野�

村
忠
温
（
一
九
九
〇
）　
『
現
代
日
本
語
の
文
法
Ⅰ
「
の
だ
」
の
意
味
と
用
法
』（
和

泉
選
書
）

辻
村
敏
樹
（
一
九
六
八
）　
『
敬
語
の
史
的
研
究
』（
東
京
堂
出
版
）

土
屋�

信
一
（
一
九
六
九
）　

江
戸
語
の
「
だ
」
の
一
用
法　
『
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念

国
語
学
論
集
』
所
収

土
屋�

信
一
（
一
九
八
七
）　

浮
世
風
呂
・
浮
世
床
の
「
の
だ
」
文　
『
近
代
語
研
究
』
７
（
武

蔵
野
書
院
）

長
崎�

靖
子
（
一
九
九
八
）　

江
戸
語
の
終
助
詞
「
さ
」
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察　
「
国

語
学
」
192

益
岡�

隆
志
・
田
窪
行
則
（
一
九
九
二
）　
『
基
礎
日
本
語
文
法
─
改
訂
版
─
』　

く
ろ
し
お

出
版

湯
沢
幸
吉
郎
（
一
九
五
四
）　
『
江
戸
言
葉
の
研
究
』（
明
治
書
院
）

吉
丸�

雄
哉
（
二
〇
一
五
）　

滑
稽
本
出
版
年
譜
稿　
「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」
26
別

冊

拙
稿�

（
一
九
九
〇
）　

江
戸
語
の
推
量
表
現
に
つ
い
て　

─
明
和
期
～
寛
政
期
の
洒
落
本

を
資
料
と
し
て
─　
「
野
州
国
文
学
」
46

拙
稿�

（
一
九
九
八
）　

江
戸
洒
落
本
に
於
け
る
ノ
ダ
ロ
ウ　
「
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部

研
究
紀
要
」
11
―
１

拙
稿�

（
二
〇
〇
七
）　

式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ　
「
言
語
文
化

研
究
」
６

拙
稿�

（
二
〇
一
六
）　

式
亭
三
馬
『
四
十
八
癖
』
の
江
戸
語
に
つ
い
て　

─
ベ
イ
、
ダ
ロ

ウ
を
中
心
と
し
て
─　
「
言
語
文
化
研
究
」
15

拙
稿�

（
二
〇
一
七
）　

十
返
舎
一
九
洒
落
本
の
江
戸
語
に
関
す
る
一
考
察　

─
推
量
表
現

を
例
に
─　
「
言
語
文
化
研
究
」
16


